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横浜ウォーター株式会社について 

 

 

１ 設立目的 

  本市水道事業の将来に向けた経営基盤強化のため、長い歴史の中で培ってきた水道局の技術

力・ノウハウ等を活用し、ビジネス展開を図る新会社｢横浜ウォーター株式会社｣を設立します。  

これにより、国内外の水道事業の課題解決に貢献するとともに、新たな収益を確保し、お客さ

まに還元しつつ、横浜市水道局の経営基盤の強化を図ります。 

 

 

２ 会社概要 

名  称 横浜ウォーター株式会社 

所在地 横浜市中区 

資本金(出資割合) １億円（水道局 100％出資） 

役員数 取締役：3～７名程度（代表取締役を含む）監査役：１名以上 

職員数 20 名程度 

主な事業 

 

（※具体的事業は次の

｢事業内容｣のとおり。） 

１ 水道施設及びそれらに付随する施設の管理及び運営 

２ 水道施設及びそれらに付随する施設の設計、施工及び監理 

３ 水道施設及びそれらに付随する施設の調査及び診断 

４ 水道に関するコンサルティング、各種講習及び知識の普及啓発 

５ 水道に関する調査、研究及び開発 

６ 前各号に付帯関連する業務 

※設立時期：７月１日（予定） 営業開始：７月中旬 

社長の決定及び就任：６月下旬に決定し会社設立時に就任 

３ 事業内容 

項 目 事業の概要 顧 客 

①施設の整備及び

維持管理 

浄水場等の運転管理、給水装置工事の設計審査･完了検

査、水道管の漏水調査・緊急修繕対応  
国内水道事業体

②研修事業 水道技術や事業経営に関するノウハウ等の研修・講座 
水道事業体 

民間企業 

③国際関連事業 

JICA 等援助機関からの調査案件、研修生受入事業等（将

来的には海外事業体へのコンサル、海外展開を目指す日

本企業へのアドバイザリー契約等も検討） 

JICA等援助機関

 



「「横浜横浜ウォーター株式会社」の事業展開ウォーター株式会社」の事業展開



本市水道事業の将来に向けた経営基盤強化のため、長い歴史の中で培って
きた水道局の技術力・ノウハウ等を活用し、ビジネス展開を図る新会社｢横
浜ウォーター株式会社｣を設立します。
これにより、国内外の水道事業の課題解決に貢献するとともに、新たな収

益を確保し、お客さまに還元しつつ、横浜市水道局の経営基盤の強化を図り
ます。

《ビジネス展開の仕組み》

項 目 事業の概要 顧 客

①施設の整備及
び維持管理

浄水場等の運転管理、給水装置工事の設計審査・完了
検査、水道管の漏水調査・緊急修繕対応

水道事業体

水道事業体
民間企業

JICA等援助機関

②研修事業 水道技術や事業経営に関するノウハウ等の研修・講座

③国際関連事業
JICA等援助機関からの調査案件、研修生受入事業等
（将来的には海外事業体へのコンサル、海外展開を目
指す日本企業へのアドバイザリー契約等も検討）

【事業内容】

【設立目的】

抱えている課題
（国内）
　・経営基盤の改善
　・技術・ノウハウの継承　等

（海外）
　・施設建設後の適正な維持管理
　・漏水（無収水量対策）等

国内外の他事業体・企業

技術・ノウハウの
提供に対する対価

・人材・研修施設の
　提供に係る対価
・配当金

　　　社会・国際貢献
　　　＜技術・ノウハウの提供＞

水道局

人材・研修施設
の提供

横浜ウォーター



主な事業のご紹介主な事業のご紹介

給水装置工事の設計審査・完了検査給水装置工事の設計審査・完了検査

浄水場等の運転管理浄水場等の運転管理

熟練の技術者が浄水場等の施設の運転監視
のほか、お客さまの使用実態に合わせた効率
的な水運用（送・配水）を行います。

施設の維持管理では、浄水施設や電気・機
械設備等の保守管理、水質管理を行い、安全
で安定した水道水の供給を実現します。

お客さまが所有する給水装置の新設・改良
工事にかかる設計審査、完了検査業務を実施
します。



西谷管路研修施設

音聴棒による漏水音の捕捉技術の修得

国内外の水道事業体や民間企業を対象
に、水運用や漏水探知、送配水管の更新
計画などの水道技術に関する研修につい
て実技指導を行います。

水道概論研修では浄水場等の施設見学
を交え、水道事業全般についての研修を
実施します。

研修事業研修事業

国際関連事業国際関連事業

横浜市が保有する高い技術力及びノ
ウハウを海外からの研修生に提供する
と共に、民間企業と連携し、海外にお
ける企業活動の進展に寄与します。

水飲み場で蛇口から直接水を飲む市民
（ベトナム フエにて)  

国内外の水道事業体や民間企業を対象
に、水運用や漏水探知、送配水管の更新
計画などの水道技術に関する研修につい
て実技指導を行います。

水道概論研修では浄水場等の施設見学
を交え、水道事業全般についての研修を
実施します。

研修事業研修事業



会社概要会社概要

社 名 横浜ウォーター株式会社

設 立 平成22年7月（予定）

組織形態

資本金
（出資割合）

主な事業

株式会社

所在地 横浜市中区

１億円（水道局100％出資）

１ 水道施設及びそれらに付随する施設の管理及
び運営

２ 水道施設及びそれらに付随する施設の設計、
施工及び監理

３ 水道施設及びそれらに付随する施設の調査及
び診断

４ 水道に関するコンサルティング、各種講習及
び知識の普及啓発

５ 水道に関する調査、研究及び開発

６ 前各号に付帯関連する業務

お問合せ先
横浜市水道局事業開発課

TEL：045-671-3063

機関構成 取 締 役 会 監査役

代表取締役社長

管理部門 浄水場運転部門 研修・国際部門





平成平成2222年度年度 研修実施概要（予定）研修実施概要（予定）

研修名 研修日程 研修内容

① 水運用研修

技術系初級職員を対象

全４日間

①平成２２年 ８月上旬

②平成２３年 １月下旬

水運用に関する講義および実技を行
います。

③ 配水管技術研修

技術系初級職員を対象

全４日間

①平成２２年 ８月下旬

②平成２３年 ２月中旬

配水管技術に関する講義および実技
を行います。

⑥ 水道概論研修

水道関係初級職員を対象

全４日間

①平成２２年 ９月上旬

②平成２２年１１月上旬

水道概論に関する講義および浄水場
等の施設見学を行います。

② 漏水調査及び修繕研修

技術系初級職員を対象

全３日間

①平成２２年 ８月下旬

②平成２３年 ２月上旬

漏水調査及び漏水修繕に関する講義
および実技を行います。

④ 給水装置研修

技術系初級職員を対象

全３日間

①平成２２年 ８月下旬

②平成２３年 ３月上旬

給水装置に関する講義および実技を
行います。

⑤ 水処理研修

技術系初級職員を対象

全４日間

①平成２２年１０月上旬

②平成２２年１２月上旬

水処理に関する講義および実技を行
います。

⑦ 設計コンサルタント育成研

修

横浜市入札参加資格者及び
資格取得予定者等を対象

全５日間

①平成２２年 ９月上旬

②平成２３年 １月下旬

設計コンサルタント育成のための講
義および実技を行います。

（あくまで現時点での予定であり、今後変更の可能性があります。）
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